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【 背 景 】  

流 行 性 出 血 病 ウ イ ル ス（ Epizootic hemorrhagic： EHDV）は 、レ オ ウ

イ ル ス 科 オ ル ビ ウ イ ル ス 属（ genus Orbivirus, family Reoviridae）

に 分 類 さ れ 、ヌ カ カ に よ っ て 媒 介 さ れ る ア ル ボ ウ イ ル ス で あ る 。EHDV

に は 複 数 の 血 清 型 が 知 ら れ て お り 、 国 内 で 1959 年 以 降 に 分 離 さ れ

て い る イ バ ラ キ ウ イ ル ス は 血 清 型 2（ EHDV-2）に 含 ま れ る［ 1］。血 清

型 6（ EHDV-6）は 、嚥 下 障 害 や 流 死 産 へ の 関 与 が 疑 わ れ て い る が 、牛

へ の 明 確 な 病 原 性 や 発 生 機 序 等 、 未 だ 不 明 な 点 が 多 い 。  

EHDV-6 に よ る 症 例 は 、 国 内 で は 2015 年 に 初 め て 兵 庫 県 で 確 認 さ れ

た［ 1］。そ の 後 、2023 年 に 九 州 地 方 と 山 口 県 、2024 年 に 九 州・中 四

国・近 畿 地 方 等 で 、EHDV-6 の 関 与 あ る い は 関 与 を 疑 う 事 例 、特 異 遺

伝 子 や 抗 体 が 検 出 さ れ た 事 例 が 確 認 さ れ て い る［ 2～ 9］。和 歌 山 県 で

は 、こ れ ま で EHDV-6 の 関 与 を 疑 う 症 例 は 確 認 さ れ て お ら ず 、侵 入 状

況 は 未 調 査 で あ っ た た め 、 今 回 県 内 に お け る EHDV-6 の 侵 入 状 況 調

査 を 実 施 し た 。  

 

【 材 料 及 び 方 法 】  

（ 1） 未 越 夏 牛 の 抗 体 保 有 調 査 ： 2023～ 2025 年 に お け る 牛 ア ル ボ ウ

イ ル ス 感 染 症 サ ー ベ イ ラ ン ス 残 余 血 清（ 約 40 頭 /年 、毎 年 6、8、9、

11 月 採 材 、延 べ 18 農 家 ）を 用 い て 、EHDV-6 の 中 和 試 験 を 実 施 し た 。

調 査 対 象 農 家 は 表 1 の と お り で 、そ の 所 在 地 は 図 1 の と お り で あ る 。

中 和 試 験 は 、 血 清 を 56℃ で 30 分 間 非 働 化 後 、 HmLu-1 細 胞 を 用 い て

常 法 に よ り 行 い 、佐 賀 県 分 離 株（ SG- 1/BC/2023 株 ）に 対 す る 中 和 抗

体 価 を 測 定 し た 。抗 体 陽 転 は 、農 林 水 産 省 の「 2024 年 度 牛 の ア ル ボ

ウ イ ル ス 感 染 症 サ ー ベ イ ラ ン ス 結 果 報 告 」［ 10］に お け る ア カ バ ネ ウ

イ ル ス 及 び ア イ ノ ウ イ ル ス の 最 終 判 定 と 同 様 、2～ 4 回 目 の 抗 体 価 が

前 回 又 は 前 々 回 の 抗 体 価 よ り も 2 管 以 上 上 昇 し 、 か つ 、 4 回 目 の 抗

体 価 が 32 倍 以 上 を 維 持 し て い る 場 合 と し た 。  

（ 2）未 越 夏 牛 の 遺 伝 子 検 査：（ 1）の 未 越 夏 牛 の 抗 体 保 有 調 査 で 、2024

年 11 月 に 2 頭 で 抗 体 陽 転 が 確 認 さ れ た た め 、 牛 の ア ル ボ ウ イ ル ス

感 染 症 サ ー ベ イ ラ ン ス で 2024 年 9、 11 月 に 採 材 し た EDTA 添 加 血 液

13 農 場 80 検 体 （ 2024 年 11 月 に 抗 体 陽 転 し た 2 頭 を 含 む ） を 用 い

て 遺 伝 子 検 査 を 実 施 し た 。 血 液 は 遠 心 分 離 し て 血 漿 を 得 た 後 、 血 球

成 分 を PBS で 3 回 洗 浄 し た（ 洗 浄 血 球 ）。洗 浄 血 球 は 、ウ イ ル ス RNA

抽 出 キ ッ ト （ High Pure Viral Nuclei c Acid Kit， ロ シ ュ ・ ダ イ ア

グ ノ ス テ ィ ッ ク ス (株 )，東 京 ）を 用 い て 、RNA を 抽 出 し た 。そ の 後 、



RT-PCR キ ッ ト （ PrimeScript™ One Step RT-PCR Kit Ver.2 (Dye 

Plus),タ カ ラ バ イ オ (株 ),滋 賀 ） 及 び 表 2 に 示 す プ ラ イ マ ー セ ッ ト

を 用 い て 、 RT-PCR を 実 施 し た 。  

（ 3）未 越 夏 牛 の ウ イ ル ス 分 離 検 査：（ 2）の 遺 伝 子 検 査 に お い て 、EHDV-

6 特 異 遺 伝 子 が 検 出 さ れ た 洗 浄 血 球 を 、 Hmlu-1 及 び BHK-21 細 胞 に

接 種 し 、5％ 炭 酸 ガ ス 下 で 静 止 培 養 に て 3 代 継 代 し 、CPE を 観 察 し た 。  

（ 4）繁 殖 母 牛 の 抗 体 保 有 調 査：紀 北 管 内 4 地 域（ 海 草 、那 賀 、伊 都 、

有 田 ） か ら 各 1 農 家 を 選 択 し 、 2025 年 5 月 に 採 材 し た 血 清 （ A 農 家

42 検 体 、B 農 家 48 検 体 、C 農 家 36 検 体 、D 農 家 80 検 体 ）を 用 い て 、

中 和 試 験 を 実 施 し た 。  

（ 5） 繁 殖 母 牛 の 浸 潤 状 況 調 査 ：（ 4） の 繁 殖 母 牛 の 抗 体 保 有 調 査 で 、

A 農 家 の 繁 殖 母 牛 の 抗 体 保 有 率 が 高 か っ た た め 、 2024 年 10 月 に 採

材 し た A 農 家 の 血 清 13 検 体 を 用 い て （ 1） と 同 様 に 中 和 試 験 を 実 施

し た 。 2024 年 10 月 に 採 材 し た A 農 家 の 洗 浄 血 球 13 検 体 を 用 い て

（ 2）と 同 様 に 遺 伝 子 検 査 を 実 施 し た 。な お 、遺 伝 子 検 査 は 、表 2 に

示 す EHDV 群 を 検 出 す る プ ラ イ マ ー 及 び EHDV6 を 識 別 す る プ ラ イ マ

ー （ 6A2-2） を 使 用 し た 。  

（ 6）2024 年 度 の 病 性 鑑 定 事 例 等 に お け る EHDV-6 の 関 与：2024 年 度

の 異 常 産 の 病 性 鑑 定 8 事 例 （ 表 3） の 検 体 を 用 い て 、（ 1） と 同 様 に

中 和 試 験 及 び（ 2）と 同 様 に 遺 伝 子 検 査 を 実 施 し た 。臓 器 乳 剤 は 、ウ

イ ル ス RNA 抽 出 キ ッ ト （ QIAamp Viral RNA Mini Kit， (株 )QIAGEN，

東 京 .） を 用 い て 、 RNA を 抽 出 し 、 遺 伝 子 検 査 に 供 し た 。  

（ 7） 本 県 へ の 空 気 塊 の 移 動 経 路 調 査 ： EHDV-6 の 侵 入 時 期 と 侵 入 経

路 を 推 定 す る た め 、 2023 年 及 び 2024 年 9～ 10 月 の 県 内 へ の 空 気 塊

の 移 動 経 路 に つ い て 、 動 物 衛 生 研 究 部 門 に て METEX（ 国 立 環 境 研 ）

に よ る 後 方 流 跡 線 解 析 を 実 施 し た 。 解 析 で は 、 和 歌 山 県 和 歌 山 市 を

起 点 と し 、 1 時 間 の 計 算 時 間 間 隔 で 、 1 週 間 ご と の 地 図 が 作 成 さ れ

た 。  

 

【 成 績 】  

（ 1）未 越 夏 牛 の 抗 体 保 有 調 査：2023 年 及 び 2025 年 に 抗 体 陽 転 は 確

認 さ れ な か っ た が 、 2024 年 11 月 に 県 北 部 の A 農 家 及 び B 農 家 で 1

頭 ず つ 、 計 2 頭 で 抗 体 の 陽 転 が 確 認 さ れ た （ 表 4）。 2025 年 6 月 に 、

中 和 抗 体 価 が 8 以 上 の 牛 が 5 頭 確 認 さ れ た 。 こ の 5 頭 の 2025 年 の

中 和 抗 体 価 の 推 移 は 表 5 の と お り で あ っ た 。  

（ 2）未 越 夏 牛 の 遺 伝 子 検 査：2024 年 11 月 に 抗 体 陽 転 が 確 認 さ れ た

A,B 農 家 の 2 頭 か ら EHDV 群 の 特 異 遺 伝 子 が 検 出 さ れ た 。 EHDV-6 を

識 別 す る プ ラ イ マ ー を 用 い た 遺 伝 子 検 査 で は 、 6A2 特 異 遺 伝 子 は 検

出 さ れ ず 、 6A2-2 特 異 遺 伝 子 が 検 出 さ れ た （ 表 6）。  

（ 3）未 越 夏 牛 の ウ イ ル ス 分 離 検 査：2 検 体 と も 全 て 陰 性 で あ っ た（ 表



6）。  

（ 4） 繁 殖 母 牛 の 抗 体 保 有 調 査 ： A 農 家 で は 35 頭 、 B 農 家 で は 7 頭 、

C 農 家 で は 3 頭 で 抗 体 の 保 有 が 確 認 さ れ た （ 表 7）。  

（ 5） 繁 殖 母 牛 の 浸 潤 状 況 調 査 ： A 農 家 13 頭 の 2024 年 10 月 採 材 分

の 遺 伝 子 検 査 及 び 中 和 試 験 の 結 果 と 、（ 4）で 実 施 し た 2025 年 5 月 採

材 分 の 中 和 試 験 の 結 果 を 表 8 に 示 す 。 2024 年 10 月 に 、 A 農 家 10 頭

で EHDV-6 特 異 遺 伝 子 が 検 出 さ れ 、 8 頭 で 抗 体 の 保 有 が 確 認 さ れ た 。

ま た 、 3 頭 で は 2024 年 10 月 に 遺 伝 子 は 検 出 さ れ な か っ た が 、 2025

年 5 月 に 中 和 抗 体 価 が 上 昇 し て い た 。  

（ 6）2024 年 度 の 病 性 鑑 定 事 例 等 に お け る EHDV-6 の 関 与 の 調 査：遺

伝 子 検 査 は 全 て 陰 性 、 中 和 試 験 で は 抗 体 価 の 上 昇 は 認 め ら れ な か っ

た （ 表 9）。  

（ 7） 本 県 へ の 空 気 塊 の 移 動 経 路 調 査 ： 72 時 間 の 流 跡 線 が 全 て 入 っ

て い る 広 域 地 図 を 図 2、 拡 大 し た 狭 域 地 図 を 図 3 に 示 す 。 2024 年 9

～ 10 月 に 東 南 ア ジ ア や 中 国 南 部 か ら 県 内 へ の 風 の 流 入 は 認 め ら れ

な か っ た が（ 図 2）、九 州 方 面 か ら の 西 風 及 び 近 畿 北 部 か ら の 北 風 の

県 内 へ の 流 入 が 認 め ら れ た （ 図 3）。 2023 年 9～ 10 月 も 2024 年 と 同

様 の 傾 向 で あ っ た 。  

 

【 考 察 】  

（ 1）～（ 5）の 未 越 夏 牛 及 び 繁 殖 母 牛 の 調 査 結 果 よ り 、EHDV-6 は 2024

年 9～ 11 月 頃 に 県 北 部 に 侵 入 し た と 考 え ら れ た 。（ 1） の 未 越 夏 牛 の

抗 体 保 有 調 査 で 、2025 年 6 月 に 中 和 抗 体 価 が 8 以 上 の 牛 が 5 頭 確 認

さ れ た が 、 EHDV-6 の ワ ク チ ン は な い た め 、 こ れ は 2024 年 に EHDV-6

に 感 染 し た 母 牛 か ら の 移 行 抗 体 と 考 え ら れ た 。（ 2） の 未 越 夏 牛 の

EHDV-6 を 識 別 す る 遺 伝 子 検 査 に お い て 、 6A2 の プ ラ イ マ ー で は 特 異

遺 伝 子 は 検 出 さ れ ず 、2023 年 の 九 州 流 行 株 に 合 わ せ て 動 衛 研 が 設 計

し た 6A2-2 の プ ラ イ マ ー で 特 異 遺 伝 子 は 検 出 さ れ た 。こ の こ と か ら 、

本 県 へ 侵 入 し た 株 は 、 近 年 国 内 に 侵 入 し た 株 と 類 似 し た 株 で あ る 可

能 性 が 考 え ら れ た 。（ 4）の 繁 殖 母 牛 の 抗 体 保 有 調 査 で 、A 農 家 で 、中

和 抗 体 価 2 以 上 の 牛 が 最 も 多 か っ た こ と か ら 、 A 農 家 の 繁 殖 母 牛 が

最 も 多 く EHDV-6 に 感 染 し た と 考 え ら れ た 。  

（ 5）繁 殖 母 牛 の 浸 潤 状 況 調 査 で 、2024 年 10 月 に 採 材 し た A 農 家 の

繁 殖 母 牛 13 頭 の う ち 10 頭 か ら EHDV-6 特 異 遺 伝 子 が 検 出 さ れ た 。

血 液 の 採 取 日 は 2024 年 10 月 24 日 で あ る こ と か ら 、 こ の 日 ま で に

EHDV-6 に 感 染 し て い た と 考 え ら れ た 。A 農 家 の 残 り 3 頭 か ら 2024 年

に 遺 伝 子 は 検 出 さ れ な か っ た が 、2025 年 5 月 に 中 和 抗 体 価 が 上 昇 し

て い た （ 表 8）。 血 液 の 採 取 日 は 2025 年 5 月 13 日 で あ る こ と か ら 、

こ の 日 ま で に EHDV-6 に 感 染 し た と 考 え ら れ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、

A 農 家 の 繁 殖 母 牛 13 頭 は 2024 年 度 の シ ー ズ ン に EHDV-6 に 感 染 し た



と 考 え ら れ た 。  

ア ル ボ ウ イ ル ス は 、 国 内 で 多 く は 常 在 化 し て お ら ず 、 夏 季 に 東 ア ジ

ア や 東 南 ア ジ ア 地 域 か ら 感 染 し た ヌ カ カ が 気 流 に 乗 っ て 、 日 本 に 到

達 、 伝 播 し 、 そ の 後 は 国 内 に 生 息 す る ヌ カ カ に よ り 感 染 拡 大 す る と

推 測 さ れ て い る［ 11,12］。（ 7）の 本 県 へ の 空 気 塊 の 移 動 経 路 調 査 で 、

県 内 へ の 風 の 流 入 は 、2024 年 9～ 10 月 に 、東 南 ア ジ ア や 中 国 南 部 か

ら 認 め ら れ な か っ た こ と か ら 、 九 州 に 侵 入 し た ウ イ ル ス が 広 が っ た

と 考 え ら れ た 。EHDV-6 に 感 染 し た ヌ カ カ は 九 州 に 侵 入 後 、九 州 方 面

か ら の 西 風 及 び 近 畿 北 部 か ら の 北 風 の 流 入 に 乗 り 、 県 内 に 侵 入 し た

可 能 性 が 考 え ら れ た 。（ 6） 2024 年 度 の 病 性 鑑 定 等 で は EHDV-6 の 関

与 を 疑 う 事 例 は 確 認 さ れ な か っ た 。 し か し 、（ 7） 本 県 へ の 空 気 塊 の

移 動 経 路 調 査 で 、 2023 年 9～ 10 月 と 2024 年 9～ 10 月 に 県 内 に 風 の

流 入 が 認 め ら れ た こ と か ら 、 今 後 も 9～ 10 月 頃 の 風 の 流 入 に よ り ア

ル ボ ウ イ ル ス が 県 内 に 侵 入 す る 可 能 性 が あ る 。 今 後 も 引 き 続 き 動 向

を 注 視 し て い き た い 。  
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表1 調査対象農家

RQPONMLKJIHGFEDCBA
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図1 調査対象農家の位置

表2 EHDVウイルス遺伝子検査に使用したプライマー

参考配列 （5'-3'）プライマー名

Ohashi et al.(2004)
CAGCGCYWTATWCGATATTGEP3U1416F

EHDV群検出
TCCGGAGATACCTCCATTACE31931R

Maanら(2010)
GATGAAGATGGTGAGAATGGTGEHDV-6/S2/1856-1877F

6A2
EHDV-6

識別

GCCTCTGCGTTGCTGTTAGCGEHDV-6/S2/2715-2695R

2023年九州流行株に
合わせて動衛研が6A2の

内側の領域に設計

ACAGAATGATGGAGCGTCAGEHDV-6/S2/2151-2170F
6A2-2

CTCGTTGCCTCCACAATAGCEHDV-6/S2/2617-2598R

子牛の
日齢

子牛の
胎齢

症状採材日分娩日
農
家

事
例

-241早産10.29.26M1

-193流産10.2 (解剖)10.1M2

-256早産10.2910.26S3

11-髄膜瘤 （子牛）11.7（解剖）10.27S4

51-頭部屈曲（子牛）12.1710.27K5

-168流産12.912.9J6

-229流産12.1612.15J7

-220流産
1.16
1.17 (解剖)

1.16J8

表3 2024年度異常産の病性鑑定

中和抗体価

農家

11月9月8月6月

322<2<2A

128<2<2<2B

表4 2024年に抗体陽転した未越夏牛のEHDV-6中和抗体価

中和抗体価
農家

11月9月8月6月

<28832A

<22432A

<2<2832I

<2<2416I

<2<2<28G

表5 2025年6月に中和抗体価8以上の未越夏牛の

2025年のEHDV-6中和抗体価の推移



ウイルス分離遺伝子検査

農家 培養細胞EHDV-6識別プライマー

BHK-21Hmlu-16A2-26A2

－－＋－A

－－＋－B

表6 EHDV群特異遺伝子が検出された未越夏牛の

2024年11月のEHDV-6遺伝子検査結果及びウイルス分離結果

中和抗体価

農家地域
512256128643216842<2

16121157 A海草

15141 B那賀

1233 C伊都

80 D有田

表7 紀北管内繁殖母牛のEHDV-6中和抗体価の分布

2025年5月2024年10月

中和抗体価中和抗体価
遺伝子検査結果

EHDV-6EHDV群牛

2128++1

4128++2

864++3

3264++4

832++5

416++6

88++7

82++8

8<2++9

4<2++10

16<2--11

8<2--12

4<2--13

表8 A農家の繁殖母牛のEHDV-6遺伝子検査結果および中和抗体価 表9 2024年度の病性鑑定におけるEHDV-6の関与

中和抗体価遺伝子検査

農家
事
例 母牛双子子牛母牛子牛

2024年度採材過去採材

<2NTNTNTNTNTM1
<2NTNTNTNT－M2
<2NTNT<2－－S3
<2NT<2<2－－S4
<2NTNT<2－－K5

8
16

(2020.12.1)
NTNT－－J6

<2
<2

(2021.11.9)
NTNT－－J7

<2NTNT<2－－J8

NT：Not Tested

2024年9月

2024年10月

1週目 2週目 3週目 4週目 5週目

2週目 4週目 5週目3週目1週目

図2 広域地図

2024年9月 1週目

4週目 5週目

3週目2週目

2024年10月 1週目

4週目 5週目

3週目2週目

図3 狭域地図


